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１ . 目 的 

 近年の環境汚染、特に大気汚染事象をとらえるにあたっては、東アジア規模の視点が必

要になっている。こうした広域大気汚染に対しては、従前の常時監視データの活用に加え

て、大気観測センサを搭載した人工衛星データの活用が待たれる。ここでは、2007 年６月

末に西日本で発生した SPM 高濃度イベントに着目し、広域移流の寄与と、人工衛星 MODIS
データを用いたモニタリングの試みについて概説する。  
 
２ . 方 法  
1)2007 年６月末の SPM 高濃度イベントについて  
 2007 年 6 月 25～29 日にかけて、関東以西の広い範囲で SPM の高濃度が発生した。25
日午後から、九州北部、中四国、東海地域で SPM 濃度の上昇があり、かなりの時間にわ

たって 50～100μg/m3 を超える高濃度が持続した。高濃度域は東へ移動し、28 日には関

東に及び、29 日には濃度が低下した。  
2)大気観測人工衛星について  
 ここでは、エアロゾル観測に適したセンサ MODIS を搭載した人工衛星 Aqua と Terra
のデータを用いた。MODIS で得られる量は、AOD(Aerosol Optical Depth:エアロゾル光

学的厚さ )という無次元量であり、以下の式であらわされる。  
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  σ :エアロゾルによる光の減衰をあらわす消散係数、 r:高さ  
 
３ . 結果及び考察 

1)SPM 高濃度の成因について  
 数日間にわたる SPM 高濃度の持続や、後方流跡線解

析の結果等から、広域移流の寄与があったと考えられる。

同時に、気圧傾度風と海風の収束帯の形成、前線通過に

伴う逆転層の形成の寄与もあったと考えられる。  
2)人工衛星データの活用  
 27 日の人工衛星 Aqua 搭載の MODIS 観測データをみ

ると、欠測が多いが、黄海から朝鮮半島、日本列島の西

半分を覆うエアロゾルの分布を観測することができた。  
3)まとめ  
 東アジア規模の広域移流の寄与を把握するには、人工

衛星の活用が有用であることが明らかになった。今後、  第 1 図 2007 年 6 月 27 日  
地上実測データとの相関等、さらに実用化に向けた調査    MODIS による AOD 分布  
が必要と考える。  
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